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て成 り立ち,衰 退や死は禁句であった。さらに,誰 し




　1980年代初期か ら"死への準備教育"を 進め,そ の
後,日本全国各地に市民レベルの 「生と死を考える会」
セミナーの発展の基礎を創ったA.デーケン教授(元 上













普段か ら自分の生命の終わ り方について どうあ りたい






多様な人間のあ り方や ものの見方に触れ させ,よ り高
められた命を畏敬する心に照 らして自己を振 り返 らせ
ることがねらいでおこなわれる。また道徳教育だけで





















形成を哲学 ・医学 ・心理学 ・民俗学 ・文化人類学 ・宗
教 ・芸術などのあ らゆる研究か らアプローチす る。
　若い健康な人々にとっては老人施設,ホ ス ピスなど
でのボランティア活動によって,人 が老いていくこと





を論 じるとき,そ の最大の危険因子であ り対立概念で
ある死のことなど論議 しても無駄だとい う意見 もあろ































え!」 の意。)の教えがある。 これ らは洋の東西を問わ
ず,死 を忌避しないで,死 をみつめることによっては









が,死 のテーマを扱 う理由は,現 在日本社会の様相が








しいか と予告した ところ多 くの賛同が得 られた ところ
から始まったのであった。






　 1年次後期開講の専門基礎科 目 「健康科学概論」で
は,「死生学」のテーマで3回 の講義をおこなう。その
ねらいは,教 育学部の学生たちは卒業後教職 に就 き,


































だ。 しか し,"忌み嫌 う"とい う風潮もあってか避けが
ちだが,い つなにが起 こるかわからない現代だからこ






























死生学関連の情報を得たい と考えた。そ こで,最 近10
年の 「医学中央雑誌」 に掲載 された 「死生観」に関す
る文献(1997～2007年)を検索 した(4)(5)。原著論文
から,医科系大学の学生を対象にした死生学教育 とし
























て死生学を専門的に取 り上げていないとい う側面 もあ
ろうかと思 う。身近な人の死の体験,生 と死を考 えさ
せる教育,こ れはさしずめ 「死生学」教育の意義 と意
味を表 しているものであると言えるだろ う。


























死んだ ら何もかもおわ り。その続きはない。だか ら,
生きる,何 のためか,そ して何を求めて?で も生きる。
私は生きているから"
　また,大 学生たちの抱 く死のイメージで最も多いの























についての意識 「子 どものころ死 についてあるいは命
に限 りがあるとい うことについて考えたことがありま





るのはエ リクソンの発達理論か らも肯かれるとい う。
　 "今回の講義では,「生と死の教育」 としてQOLなど
について考えた。生 とは今 自分が生きているとい うこ
とだが,果 たしてそれが本当の意味での 「生」なのだ



































































の実現を図る,と している。 しかし,これ によって自









まであったが,自 分の死について思索 したり,生 と死
の関係性を考えた りすることによって,い のちの大切
さを深 く洞察できるようになっていることからしても













　 "死とい うテーマの講義はこれまで一度も受 けたこ
とがなかったため新しい知識であるはずなのに,私 は





































寿命死,病 死,事 故死,脳 死…など様, で々あるが,こ
の中でも事故死は自分の中での死への覚悟が出来てお







身近な肉親や友人を亡くす とい う喪失 と別離の体験は
大きな衝撃を人に与える。愛す る対象を失った時 どう
い う状態に陥るか,ど んな段階を得て立ち直 りに至る
のか,人 間として誰でも味わ う喪失体験に伴 う嘆きに
ついて学ぶなど科学として死生学を学ぶ必然性がある。
　 表4は,「 あな たが生 きが い と充実感 を感 じる ことは
何 ですか。」 に対す る応 えの一部 である。分類 的 に見る
とそ の内容が はっき りす るた め,仮 に,生 きがいや 充
実感 を精神 ・身体的側面,社 会的側面 とに分 けてみ た。
そ うす る と個体 として捉 えた場 合の表現 もあれ ば,家
族 や友人 な ど他 との関係 にお いての ものもあ る。 さら
に,自 然 のなかで感 じる幸福感 も記述 されてい る。 人
が生 きる とい う欲 求のなかで,最 も大きな もの は,D.
カーネギの 『人を動かす』(「How　to　win　friends　and
influence　people」1936,　Simon　and　Schuster初版)
の著書 中で,「人が求 める究極,最 大 の欲求 は,"人 に



































































なった。若いか ら死 とは縁遠いと考えがちだがいつ も
隣 り合わせなんだ とい う自覚だけは常に持っていたい
と思った。"




最中は欝 々とした状態 になることもあるが,そ れを考
えることが生きていることを分 らせて くれるような気
がするから。"
　 "生と死の授業をきいて,人 生の短 さをあらためて






































我々 くらいの年齢になれば生 と死 に対 しては正面から
向き合 う必要もある。そ ういった意味で今 日の授業は
興味深いものだった。"
　 "最近は死についてあま り考えないようにしていま
したが,今 日の講義を受けて,き ちんと自分な りに死







深まりが生 じたかな どを レポー トとして記述 させた。
　受講生の反応の一つ として,次 の様なものがある。


























は思えてな らないのだが…。生 と死はあ くまでも表裏




















































4.佐 々木廼郎 「日本人の死生観 ・医療と生命倫理」
　　丸の内出版1999
5.多田富雄,河井隼雄編 「生と死の様式」誠信書房
　　1999
6.M.ヴォーヴェル,池上俊一監修 「死の歴史」創元
　　社　1996
7.読売新聞大阪本社編 「いのち見つめて一終末期医
　　療の現場から一」ブロンズ新社　1998
　　　　　　　　　　　　 (平成19年11月28日受理)
